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○実践プログラムの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○幼児の安全を確保するため配慮（工夫）したこと 

 

 

 

○成果の意義と今後の課題 

 

 

 

 

 

１ 研究のねらい 

子供達が限られた時間の中で多様な運動を体験できるようにする．屋内では，動作の正確性に焦点を

あてて，屋外では少しダイナミックで大きな動きに挑戦させる．飽きのこない運動メニューの展開が課

題となるが，まずは，日常以上の身体活動量の獲得を目指していく． 

２ 研究の概要 

走・跳・投を中心とした運動を連続的に体験させる．また，補助学生などの導入により，運動への飽

きに対応していく．さらに，別紙に示した声かけとの連携も取り入れていく． 

１ 施設や設備は各園に既存のものとし，こども達が使い慣れていないようなことがないように配慮． 

２ 最初は過剰にあおることなく実施し，徐々に活動レベルをあげていくように時間内で配慮． 

 

（意義）限られた時間の中でこども達が多様な動きを含んだ運動体験をすることができる．幼児の運

動遊びの定番になりつつあるサーキット運動だが，やはり多様な運動体験のためには優れた方法であ

り，継続していくことでより大きな効果が期待できる．また，メニューの充実にもつながる． 

（課題）飽きのこない多様なサーキットパターンを提案していくこと．発達を考慮したサーキットプ

ログラムを提案していくこと． 

 

多様な運動を経験させるための 

サーキット運動の実践 

■ 多様な動きを経験できる遊びの工夫例  

 ４～５つの運動遊びをサークル状に配置し，こども達は順に各運動を遊び・体験していく．時間内は

ぐるぐると繰り返し実践していくが，補助者が多くいるときなどは，上手にできない運動遊びを繰り返

し実践することを促進し，動作ができるようになる成功体験へと導いていくように配慮する． 

 具体的なメニューとしては，例えば，屋内の事例では，ボール投げ（正確投）→ハードルタイプのバ

ーを用いた両足跳び→跳び箱→パンチングボール，屋外の事例では，20mダッシュ→ボール投げ（正確

投＆長距離投）→大玉転がし→ハードルタイプのバーを用いた両足跳び→跳び箱→ラダー運動，などの

構成が考えられる． 

（屋内の事例）    （屋外の事例） 

    



○ 研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内でのサーキット運動遊び２ 

パンチングボールは投動作につながることが期待できる．近
隣の大学の学生さんと協働することで，こども達は飽きるこ
となく楽しめた． 

屋内でのサーキット運動遊び１ 

天候にあわせて屋内と屋外の両方で展開した．屋内でも
走・跳・投の３動作は十分にサーキット的に体験できる． 

サーキット遊びは運動遊びの定番になりつつあると思う．子供達が一度に多様な運動を体験できる良い方法だと感じる．しか

し，内容がワンパターンだとこども達には飽きがくる恐れがある．また，3 歳児から 6 歳児までが同じ運動内容では小さい子に

は難しすぎ，大きい子には簡単すぎるという問題が生じる．今後，動作別に発達を考慮したプログラムを提案していくことで，

3 歳児から 6 歳児まで，発達段階に応じた運動体験へとつなげていくことが課題である． 

サーキット遊びの多様化 

サーキット遊びをより多様で，こども達の運動発達過程を考慮したプログラムに改良していく 

         

       体力テストの記録も明らかに向上していた． 

動作が改善している様子が見て取れる．            ※．日々の身体活動量も測定済み，現在分析中 

走・跳動作の体力テスト記録の変化 

走動作に関しては 25m走，跳動作に関しては立ち幅跳びと反復横跳びの記録の変化を示す 

 

屋外でのサーキット運動遊び１ 

屋外では少し大きな遊具を用いたり，屋内では実践が難
しい走動作にも取り組んだりすることができる．投動作

に関しては屋外では遠くに投げることにも挑戦できる 

 

屋外でのサーキット運動遊び２ 

屋外では遊具も工夫できるし大人数が同時に動けるという利
点がある．年中や年長ぐらいになったらば屋外での活動を積

極的に増やしていく． 

 

 

     

 

     


